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【はじめに】  
本研究の目的は演習の効果を明らかにすることである。演習は実際に障害を持った当事
者が参加し、トップダウンの作業療法介入モデルである OTIPM（作業療法介入プロセスモ
デル）に基づき進められる。本演習の効果に関する研究は 2014 年度から開始しており、演
習に参加した学生対象にアンケートを行ってきた。2015 年度の研究では 10 期生の作業療
法学科学生 35 名に対してその効果を示すことが出来た。今回の研究では同演習を異なる対
照群である 11 期生の作業療法学科学生 37 名に実施し演習の効果や妥当性を検証すること
を目的におこなった．その結果、一定の効果が見られたため報告する . 
【方法】  
本研究の対象は 11 期生の OT 学科 3 年生 37 名．演習の前後にアンケート調査を行った．
アンケートの項目は Bloom(1956)が提唱した教育目標分類と，本学作業療法学科の臨床実
習指導マニュアルに掲載されている中間評価および最終評価に基づいた 14 項目 (認知領域
2 項目，精神運動領域 4 項目，情意領域 8 項目)に加え演習の満足度，遂行度の 2 項目，計
16 項目を 7 段階のリカートスケールで回答を得た．また演習の満足度，遂行度のそれぞれ
理由と演習の感想については自由記述式で回答を得て単純集計と前後比較を行った．事前
アンケートは 2016 月 9 月 17 日―23 日，事後アンケートは 2016 年 10 月 18 日～25 日の期
間に行った．アンケートは個人が特定されないよう無記名で行い，ウェブ上で回答が可能
な google フォームにて作成した．なお本研究に際し聖隷クリストファー大学倫理委員会の
承認を得た．  
【結果】  
アンケートの回収結果は 29 名(回収率 78.4%：男性 14，女性 15 名)であった．演習前後を
比較したところ．16 項目中 14 項目で有意な向上が見られた（ Wilcoxson の符号付順位検
定 p<0.05）．14 項目は医学的知識，作業療法の知識，面接方法，評価選択方法，評価実施
方法，評価結果の解釈，介入方法，作業療法一連の流れ，コミュニケーション，守秘義務，
ケースノートの記録，事例報告書の作成方法，プレゼンテーション方法，トップダウンに
ついてであった．演習の満足度は 5.79(中央値 6.00)であり作業療法一連の流れを体験し
たことや当事者を対象に学べたことが理由に挙がった．また遂行度は 5.29(中央値 5.00)
であり主体的に参加できたことをあげる一方で，時間不足や介入計画をスムーズに行えな
かったことが理由に挙がった．  
【考察】  
本研究の結果より OTIPM に基づいた当事者参加型の演習は約三週間の短期間で学生の精神
運動面・情意・態度面に加え作業療法一連の流れを知ることなど様々な効果があることが
示された．今後は実習だけでなく，卒後の臨床実践につながるよう OTIPM を基づいた当事
者参加型の演習の内容・指導方法の改良を行っていく．  
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